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 アルゴンプラズマを用いたヨウ化セシウムの分解捕集研究において、発光スペクトルよりアルゴンプラ

ズマとセシウムの挙動を明らかにした。さらに、捕集を行うトラップにおいて、電気流体学(EHD)の技術を

用いた捕集装置を考案し、プラズマより単離されるヨウ素の捕集を試みた。 
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1. 緒言 

前回、大気圧マイクロ波発生装置を用いてヨウ化カリウム(KI)試料中からヨウ素を単離し、I2として捕集

する方法について述べた。1)そこで今回は新たに、ヨウ化セシウム(CsI)試料中からの I2の捕集を試みた。こ

のとき同時に単離される Cs に着目し挙動の検討を行った。さらに、電気流体学(EHD)の技術を用いた捕集

装置を考案し、プラズマにより単離されるヨウ素の捕集を試みた。 

2. 実験 

 (株)マイクロ電子社製 2.45GHz、最大マイクロ波電力 1.3kW のマイク

ロ波発生装置を用い、アルゴンプラズマを発生させ、CsI 試料より、I2

の捕集を行った。このとき同時に単離される Cs の挙動について

OLYMPUS 社製ハンドヘルド蛍光Ⅹ線分析装置及び Stellarnet 社製のフ

ァイバーマルチチャンネル分光器を用いて測定を行った。また、新たに

考案した捕集装置を用いて、I2の捕集を行い、光吸収測定装置を用いて

生成物分析を行った。ここで、Fig.1 に EHD 捕集装置内のコロナ放電を

発生させたときの写真を示す。放電環境下に電荷を持った粒子をおくこ

とでグランド側に目的の粒子を捕集することを可能としている。 

3. 結論 

KI を試料に用いた場合同様、CsI 試料においてもヨウ素を単離し、I2の捕集が行えることが確認できた。

また、プラズマの発光スペクトルの測定を行うことでアルゴンプラズマの温度を明らかにし、同時に単離

される Cs の挙動についても明らかにした。さらに、新たに考案した捕集装置の有効性を明らかにし、放電

環境下で電荷を持った粒子の挙動についても検討を行った。本研究の詳細は講演時に報告する。 
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  Fig.1 コロナ放電  
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